
 

 

開催日時 平成２２年１２月１０日（土） １８：３０～１９：３０ 

開催場所 和食レストラン 佐和家（弘前市本町） 

出席委員 
委員長 佐藤 圭一郎  副委員長 工藤 茂起 

委  員 鳴海 清彦、  佐藤 浩之、  渋谷 拓弥、  髙村 智子 

会社側出席者 
専務取締役 一戸 勝美、  取締役 波多野 厚緑、  新戸部 洋輔、  清藤 洋介 

放送部統括ﾏﾈｰｼﾞｬ  ー 寺山 紀幸、  放送部チーフ 鈴木 真由美 

議 題 
（１）番組に対する意見要望 

（２）次回開催日について ２月２６日（土）開催予定。 ＊変更の場合は前もって連絡 

議事の概要 

○ 各委員が質問と意見や気が付いた点を述べる形で議事が進行した。 

１）課題番組 『弘前を歩く』  毎週水曜 午後１４：３０～１４：４５ 

 ① 安心して聴けた。中谷さんの熱い思いが伝わって来た。南内門を額縁にするなんてベテランのガイドさんら 

しいと思った。 

 ② 公園の中を歩いて臨場感があってとても良かった。ＢＧＭも軽やかで良かった。公園の景色が目に浮かん 

きて、行って見たくなるコーナーだった。ただ、スタジオからのパソの呼びかけは、公共の電波で言うべき 

言葉ではないと思う。 

 ③ 中谷さんの相槌が良かった。弘前市民に伝えたいのか観光客に伝えたいのか相手を明確にフォローする 

必要があるのではないか。 

 ④ 城内のイメージが浮かんで同じところに行ってみたい気持ちになった。スタジオからの呼びかけ方に問題 

があるのではないか。 

 ⑤ 中継の呼びかけに問題がある。今は携帯電話からも弘前の情報を取れる様になっているので、そういった 

物からも情報収集をして番組に活かすのも役目ではないかと思う。 

 ⑥ 中谷さんのガイドがとても良かった。実際に行ってみたいと思った。中谷さんから話の引き出し方も大変 

良かった。弘前城菊ともみじまつりの酒樽の絵を市職員が描いているなど、番組を通して初めて知った。 

また、中谷さんの「じょっぱり」という津軽弁の使用や、鈴木さんの風景を表す言葉の表現が綺麗で良かっ

た。 

２）課題番組 『サーチ４００年の旅』  毎週土曜 午前１０：３０～１０：４５ 

 ① 独り言を言いながらもっと情報を発信してもいいのではないか。いつもパソコンを検索している様な流れで 

判り易い。和徳城も取り上げてみてはどうか。 

 ② ＢＧＭが良かった。為信の説明で弘前藩とあったが、違うのではないかと思う。 

 ③ 最近皆が使っているパソコンというツールを使っているので、歴史の中に入り易いと思った。若い人も聴き 

    易いのではないかと思う。 

 ④ 彼女の独り言は、歴史を解らない人が真剣に取り組んでいる感じが伝わってきた。もう少しひねったところも 

必要だと思う。 

 ⑤ ＢＧＭが凄く良かった。良い技術を持っていると思うのでこれからも活用して欲しい。 

 ⑥ 弘前藩は違和感を感じる。津軽藩ではないか。為信と南部藩との違いなどもっと整理して話すべきではない 

か。毎回、年代を言うべきだと思う。石川城・和徳城を攻め落とすというくだりは、地域のかたの気分をそこね

ないものなのだろうか。花田さんは、インターネット検索について解説をもう少しするべきではないかと思う。 

 

【審議機関の答申または改善】 

・弘前城築城４００年絡みの番組は来年のその年も引き続き放送していく。 

  ○審議機関の答申または改善意見の公表 

１）議事録を本社に配備し、社内各部署に配布 

２）ＦＭアップルウェーブのホームページに掲載 


